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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 
 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

 Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
当初計画として、次の①～③を掲げており、ほぼ順調に達成されている。 

① AHC Ｗｅｂサイトの刷新による国際標準のインターフェースの整備、形態科学系ジャーナル

との連携によるＷｅｂポータルサイトの構築による海外からの投稿数の増加及び海外論文採

択率の向上 

② インパクトファクター（IF）値の向上 

③ 国際学会での広報活動強化と海外編集委員の増加 

 

ただし、中間評価報告書内で「査読クオリティの更なる向上を目指して Associate Editorを１

名追加し 4名体制にした」とあるが、追加するだけでは不充分であるため、より練られた取組が求

められる。 

また、国際情報発信強化の視点から、海外レフェリーが依然として任命されていないこと及び海

外からの掲載件数が少ないことについては、より一層の努力が望まれる。 
 
 


